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１９２０年創立

２０２０年に１００周年を迎えた

創立者：カール・ライシャワー（宣教師）

長女フェリシアが
高熱で難聴になる



・補聴器や人工内耳を使って、
耳で聴いて音声言語でコミュニケーションを
取っている聴覚障害児のための学校

・残っている聴力を最大限活用して、
聴いて話して歌って、音の世界を楽しみます

日本聾話学校について

学校内では、赤外線補聴システムを使います。



赤外線補聴システムの仕組み



日本聾話学校

聴覚主導の人間教育 NaturalAuditoryOralApproach

残存する聴力を活用しながら『聴き』『話し』、音声言語で日々の「生きた
ことば」のやりとりにより、全人格的なより良い成長発達を目指す教育

ライシャワ・クレーマ学園
（乳幼児）

幼稚部

小学部

中学部

オーディオロジー部



ライシャワ・クレーマ学園
（乳幼児） 幼稚部 小学部

親子支援

中学部

個別話し合いの時間（個別インタラクション）
＝子供と教師が向き合い、一つのテーマで気持ちを通い合わせて対話をする

幼稚部から一貫して行われる、毎日10分間の個別話し合い

１対１の対話力が、クラスなどの複数人でのやりとり（グループインタラクション）における発
信力につながっていく。子どもたちは、各発達段階に応じて話し合いの経験を積み重ねてき
ている。



グループインタラクション



【読書意欲向上のきっかけ作り】
＋

【自己表現の場の提供】

のため、毎週金曜日にクラス新聞を発行。



生徒の投稿欄 「今週の一言半句」

文章量・表現力・内容の変化



1年
自己紹介・好きなこと・

見ているTV・Youtube など

2年
挑戦してみたこと・

将来の夢・不安なこと・
先輩へのメッセージ など

3年
後輩へのメッセージ・

おススメしたい曲・調べた内容
のコラム・オリジナル小説連載・
教員への原稿依頼 など

通常号ではそれぞれ工夫し自己表現の幅が広がり、新聞をきっかけに話題が広がっていく様子があった。
号外である特大号では、同一テーマで書くことで紙面上で思いの共有や新たな発見をしていく姿が見られた。
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